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PCボックスカルバート

PCボックスカルバート/
TSKJ工法

基本形状図

頂版・底版は、PC鋼棒をポストテンション方式により、プレストレ
ストコンクリート部材として、側板は鉄筋コンクリート部材とした
構造のボックスカルバートです。

●特長

形状・寸法
重量表

■寸法・重量表
本　体　寸　法

（mm）
基　礎　寸　法

（mm）
本体

参考重量
（kg）

呼　　　　　称
内幅D×内高H×有効長L

　1500×1000×2000
1200×2000
1500×2000

1800×1500×2000
1800×2000

2000×1500×2000
1800×2000
2000×2000

2200×1800×1500
2200×1500

2300×2000×1500
2300×1500

2400×2000×1500
2400×1500

2500×1500×1500
1800×1500
2000×1500
2500×1500

2800×2000×1500
2500×1500

3000×1500×1500
1800×1500
2500×1500
3000×1000

3500×2000×1000
2500×1000

4000×2000×1000
2500×1000

4500×2000×1000
2500×1000

5000×2000×1000
2500×1000

4430 
4730 
5180 
5630 
6080 
5930 
6380 
6680 
6190 
6730 
6590 
7000 
6730 
7270 
6190 
6590 
6860 
8400 
8100 
8850 
8930 
9680 
10430 
8330 
8950 
9580 
9700 
10330 
13140 
13890 
14500 
15330 

150
150
150
150
150
150
150
150
180
180
180
180
180
180
180
180
180
200
200
200
250
250
250
250
300
300
300
300
380
380
380
380

150
150
150
150
150
150
150
150
180
180
180
180
180
180
180
180
180
200
200
200
250
250
250
250
300
300
300
300
380
380
380
380

150
150
150
150
150
150
150
150
180
180
180
180
180
180
180
180
180
200
200
200
200
200
200
250
250
250
250
250
300
300
330
330

150
150
150
150
150
150
150
150
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
300
300
300
300
300
300
300
300

1800
1800
1800
2100
2100
2300
2300
2300
2560
2560
2660
2660
2760
2760
2860
2860
2860
2900
3200
3200
3400
3400
3400
3500
4000
4000
4500
4500
5100
5100
5660
5660

1300
1500
1800
1800
2100
1800
2100
2300
2160
2560
2360
2660
2360
2760
1860
2160
2360
2900
2400
2900
2000
2500
3000
3500
2600
3100
2600
3100
2760
3260
2760
3260

基　礎　数　量

t1 t2 t3 B
基礎材
（m2）

均しコンクリート型枠
（m2）

敷モルタル
（m3）

均しコンクリート
（m3）

200
200
200
200
200
200
200
200
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250
250

150
150
150
150
150
150
150
150
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20

20.00 
20.00 
20.00 
23.00 
23.00 
25.00 
25.00 
25.00 
27.60 
27.60 
28.60 
28.60 
29.60 
29.60 
30.60 
30.60 
30.60 
30.60 
34.00 
34.00 
36.00 
36.00 
36.00 
36.00 
42.00 
42.00 
47.00 
47.00 
53.00 
53.00 
58.60 
58.60 

3.00 
3.00 
3.00 
3.45 
3.45 
3.75 
3.75 
3.75 
5.52 
5.52 
5.72 
5.72 
5.92 
5.92 
6.12 
6.12 
6.12 
6.12 
6.80 
6.80 
7.20 
7.20 
7.20 
7.20 
8.40 
8.40 
9.40 
9.40 
10.60 
10.60 
11.72 
11.72 

3.00 
3.00 
3.00 
3.00 
3.00 
3.00 
3.00 
3.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 
4.00 

0.36 
0.36 
0.36 
0.42 
0.42 
0.46 
0.46 
0.46 
0.51 
0.51 
0.53 
0.53 
0.55 
0.55 
0.57 
0.57 
0.57 
0.57 
0.64 
0.64 
0.68 
0.68 
0.68 
0.68 
0.80 
0.80 
0.90 
0.90 
1.02 
1.02 
1.13 
1.13 

a b c d D1 H1

2000
2000
2000
2300
2300
2500
2500
2500
2760
2760
2860
2860
2960
2960
3060
3060
3060
3060
3400
3400
3600
3600
3600
3600
4200
4200
4700
4700
5300
5300
5860
5860

※規格外断面、中間断面については、お問い合わせください。

■正面図
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TSKJ工法〈可とうジョイント工法〉

不等沈下 浮き上がり

■地震動による管路軸方向の変形に対する設計概念
●PC縦方向連結による一般的な管路の要所におけるTSKJボックスカルバートの設計例

1.PC縦方向連結区間
　地震時軸力に対する目地開きの検討

2.TSKJボックス
　軸方向変位、曲げ変位に対する目地開きの検討

TSKJボックス

PC縦方向連結区間

①桝など構造形が異なる部分での接続 ②地層が変化する部分（不等沈下） ③上載荷重が変化する部分 ④管路の接点部分

良質な地盤 軟弱な地盤

照査内容

■止水システム

■耐震・可撓性
ブロックのジョイント部に可撓継手を設けているため、地盤の変化に追従し、過大な変形（最大地盤歪み2％）も吸収できます。

耐震性（T）、止水性（S）、可撓性（K）に優れた経済的なジョイントです。

NETIS掲載終了
KK-980097-A

　ボックスカルバート等プレキャストコンクリート製品の
平滑な継手面に形成された溝に充てん材を注入した後、
ジョイントシール材をそう入・連結することによって製品
個々に可とう性を有する柔軟な構造となります。
　これによりボックスカルバートはレベル2地震動に追従
した耐震性能を満足するものとなります。

ジョイントシール材

グラウト材又は樹脂

建設技術審査証明
（下水道技術）

（公財）日本下水道新技術機構
　建技審証第1817号 （有効期限：2029.3.31）

※本審査証明は
（株）ヤマックス・丸栄コンクリート工業（株）

に交付されたものです。
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